
 

 

 

 

 

 

 

 

  ＬａｂｏＴｅｘＯＤＦ解析データの平滑化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０２２年０６月１９日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 



 

概要 

 ＥＢＳＤデータなどの離散的データをＬａｂｏＴｅｘで解析するとＯＤＦ図がスポット状になり 

   平滑を行いたいが、ＬａｂｏＴｅｘでは平滑化の機能がありません。 

   このため,ＣＴＲソフトウエアによる手法で行なっていました。 

 https://helpertex.sakura.ne.jp/Soft/DOC4/EBSD-LaboTex-SM.pdf 

      で行っていました。 

   今回、ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙにより直接平滑化を可能にしました。 

   手順を説明します。 

   解析データは、Ti-OIM.angデータ 

 ＥＢＳＤｔｏＯＤＦソフトウエアでＬａｂｏＴｅｘ用ＳＯＲフォーマットに変換 

 

 ＬａｂｏＴｅｘでＯＤＦ解析―＞結果はＪｏｂ０１ 

 

 ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙでＪｏｂ０１のＯＤＦデータを読み込む 

 

 平滑化を行いＬａｂｏｔｅｘ管理ホルダに書き込む（Ｊｏｂ０２） 

 

 ＬａｂｏＴｅｘで解析を行う。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://helpertex.sakura.ne.jp/Soft/DOC4/EBSD-LaboTex-SM.pdf


 

ＥＢＳＤｔｏＯＤＦソフトウエアでＬａｂｏＴｅｘ用ＳＯＲフォーマットに変換 

  

 

  

 

  

 

 

 



 

ＬａｂｏＴｅｘでＯＤＦ解析―＞結果はＪｏｂ０１ 

  

解析結果 

  

 

  



 

ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙでＪｏｂ０１のＯＤＦデータを読み込む 

  

  

 

  

 



平滑化 

  

 Ｃｙｃｌｅ、Ｗｅｉｇｈｔを用いて平滑化を行う 

  

 上記はＣｙｃｌｅ＝１０，Ｗｅｉｇｈｔ＝６ 

 

 

 

 

 



平滑化を行いＬａｂｏｔｅｘ管理ホルダに書き込む（Ｊｏｂ０２） 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘで解析を行う。 

 ＬａｂｏＴｅｘを再起動 

 Ｊｏｂ２に平滑化ＯＤＦが表示されます。 

 

 

   

 

 

 

 



ＴｒｅｉｃｌｉｎｉｃからＯｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃは 

  

  

  

 

 


